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相談事例

参考：独立行政法人国民生活センター発行「見守り新鮮情報第399号」

投資信託などの金融商品は、
その場ですぐに契約しないで！！

昔から付き合いのある銀行から、

投資信託等の金融商品を紹介された。

「定期預金の代わりになる」と勧められた

ので、リスクがないものと思い契約した。

子供が帰省してきたときに、契約書面

を読んでもらうと、元本割れのリスクが

ある商品だったことがわかった。

預金のまま置いておけばよかったと

後悔している。

アドバイス

➢ 投資信託などは、元本が保証されたものではありません。

確実に元本が保証される商品を希望する場合は、契約を避けましょう。

➢ その場で契約せず、商品のリスクや仕組みを十分理解してから契約しましょう。

説明を受ける際には、家族などに同席をお願いしましょう。

➢ 家族や周囲の人の見守りも大切です。

定期預金の代わりになるので
オススメです！

帰省の際などに見慣れない書類や困っている様子がないか確認するようにしましょう。

投資信託はよくわからないけれど、
付き合いの長い銀行さんだから

大丈夫かしら？

よく理解しないまま
契約するんじゃ

なかった…



消費者ホットライン「１８８」 御案内の流れ

郵便番号が分かる 1

郵便番号が分からない 2

○郵便番号（7桁）入力

○固定電話の場合は地域を
選択。携帯の場合は最寄りの窓口へ

お住まいの市町の

消費生活センターや相談窓口

山口県消費生活センターなど

又はを押す

注意情報
架空料金請求詐欺被害が連続発生！

県内で、

被害事例

自宅のパソコンでインターネットを

利用中、画面上に「ウイルスに感

染しています」というメッセージと

電話番号が表示された。

画面上の電話番号に電話したとこ

ろ、犯人から「セキュリティの修理

費用として電子マネーを購入する

必要がある」

と言われた。

参考：山口県警察本部「防犯情報」

指示どおり、複数回にわたりコンビニで電子マネー

を購入し、カード番号を相手に伝え、

合計４２万５,０００円の利用権をだまし取られた。

警 告

「消費者啓発の標語」を募集中！

Ａ １８歳から大人！成年年齢引き下げ啓発部門

Ｂ エシカル消費啓発部門

Ｃ 高齢消費者被害防止啓発部門

募集部門

令和４年６月３０日(木)(当日消印有効)

〒751-8501 山口市滝町1番1号

山口県消費生活センター消費者教育・相談班

電話 083－924－2421

E-mail manaberu@pref.yamaguchi.lg.jp

応募締切

応募先 ・ 問い合わせ先

「電子マネーの番号を教えて」は詐欺です！

すぐに、家族や警察に相談をしましょう！

お知らせ

詳しくは、山口県県民生活課の

ホームページをご確認ください。


